
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 かがやき長野 代表者 田中夏子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

「ひとりぼっちにならない、しない」をスローガンに持つ「長野県高齢者生活協同組合」

を母体に持ち「地域のより所」を目指して設立しました。通い・訪問・宿泊、それぞれ

のサービスを馴染みのスタッフが行うことで、利用者に安心感を持ってもらうことが出

来ます。また、利用者の都合による通いから訪問、訪問から泊まり等、サービスの変更

依頼にも柔軟に対応して家族の負担を軽減します。 

事業所名 かがやきの家笹部 管理者 石川真奈美 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 4 人 人 人 １人 2 人 １人 人 人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

介護主任の実践者研修の参加。 

介護技術向上のための内部研修の実

施。 

管理者による面談を年度当初に実施し

目標を確認できた。コロナウイルス感

染症の為、外部研修への参加は出来ず。  

内部研修は対策をした上で８回実施。 

重度者も増える中でスタッフ間で話し

合い良く取り組んでいるとの評価でし

た。 

コロナ禍で外部の方が事業所の中を知

る機会がない。 

介護主任が評価者としてOJTが実施で

きるように外部研修への参加を進め

る。内部研修だけでなく、少人数でも

ミーティングを行い介護での気付きを

確認しあう。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

地域包括ケアシステムの理解。小規模

多機能型居宅介護事業所としての在り

方を掘り下げて行く。 

 

「小規模多機能型居宅介護事業所」の

看板を掲げ、地域の方に介護事業所で

あることを知らせた。 

職員による労働環境調査アンケートを

実施した。 

概ね取り組んでいるとの評価をいただ

きましたが、事業所に行くことが出来

ず、わからないとの意見もありました。 

職員から労働環境調査を参考に働きや

すい 職場作りを行っていく。 

車椅子の方が増え事業所内も狭く机の

配置など見直し、スペースの活用を検

討する。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

コロナ明けに向けて、どのように利用

者に関わっていけるか地域の方含めて

話し合っていく。 

コロナ感染症の終息が見通せない中、

事業所への面会も制限したため意見交

流等の機会を持てなかった。 

 

良くわからないという意見がほとんど

だった。事業所スタッフの地域行事へ

の参加が無いという意見があった。 

コロナ感染症との関係もあるが、事業

所の見学やお試し利用等、取り組んで

いく。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

オレンジカフェ再開時には送迎・傾聴

の協力を行う。 

地域資源など分かりやすい説明出来る

機会を持つ。 

地域の行事なども中止となり交流等が

出来なかったが、事業所のパンフレッ

トを配布するなどで、事業について知

ってもらうよう努めた。 

取り組めていないという意見が多かっ

た。利用者の地域のイベントへの参加

がされてないという意見も多く出され

ました。 

コロナ感染症との関係もあるが地域で

の行事などには積極的に参加してい

く。利用者の外出なども計画していく。 

個別ケア会議等も行えるようにしてい

く。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議での要望や助言について

一層活かせるように取り組みを行う。 

運営推進会議は年間を通じて中止な

り、メンバーには事業所からの資料配

布を行った。 

分かりやすく説明されているとの意見

を多くいただきましたが、分からない

との評価もありました。 

会議の開催が書面での報告となった場

合でも電話での聞き取り等行い情報交

換を行う。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

火災訓練だけでなく、地震・水害を想

定した訓練を行う。災害時、スタッフ、

利用者の安否確認の手段を決めてお

く。 

「非常災害対策計画書」に基づき発生

時の対策について研修を実施し手順を

確認した。例年行っている避難訓練は

実施できず。 

 

分からないとの評価が多かった。特に

事業所の防災訓練への参加は知らない

という意見がほとんどでした。 

「非常災害対策書」を使って夜間・夕

刻・朝方等、それぞれの場面を想定し

て訓練を行う。 

実施の際しては運営推進会議メンバー

にも呼び掛ける 



〇外部評価（地域かかわりシート①）は、Ａ～Ｆまでの６項目となります 

〇項目Ａについては「事業所自己評価」をお読みいただき、適当と思われる箇所に☑を記入くださ

い。わかりにくい場合は、運営推進会議当日に事業者から説明がありますので、空欄のまま持参

し、当日記入いただいても結構です。 

〇Ｂ～Ｆの項目については、当日までに下記チェック項目の適当と思われる箇所に☑を記入し、運

営推進会議当日に持参してください。 

〇当日は、運営推進会議メンバーの記入したチェック箇所を集計しながら、ご意見をいただく予定

です。 

〇下記チェックに基づき、当日お聞きしたい内容は、各項目の「できている点」「できていない点」

「次回までの具体的な改善計画」の 3 点です。 

〇地域かかわりシートへの皆様のご意見は、事業所の質の向上につながり、皆様の地域にとって必

要な拠点となるために大変重要です。事業所を育て、認知症になっても、介護が必要となっても、

安心して暮らし続けることができる町をともにつくるために、ご理解、ご協力をお願いします。 
 

Ａ．事業所自己評価の確認（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

0 

前回の改善計画に取り組んでいましたか？            

【前回の改善計画】 

質の向上のため計画を立てて研修に取り組んでいく。 

引き続き実践者研修の受講は進める。 

5  1 

1 

少なくとも常勤スタッフ全員で事業所自己評価に取り組んでいる

ことが確認できましたか？ 

※常勤とは週 32 時間以上勤務の職員（正規・嘱託・臨時職の別ではない） 

5  1 

２ 

事業所自己評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見

が反映されて実施していることが確認できましたか？ 

※ただし、ミーティングの場面では常勤職員の 2/3 以上の参加が望ましい 

5  1 

３ 
前回の改善計画に対して、具体的な取組みが行われていました

か？ 
6   

４ 
今回の改善の必要な点が明らかになり、その改善計画が具体的に

立てられていますか？ 
6   

 

 

Ｂ．事業所のしつらえ・環境（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？  

 

5 

  

 

1 

【前回の改善計画】 

「小規模多機能型居宅介護」のサービスについてパンフレットを使用し更に

地域に知らせていく。 

看板について意見を頂いたので設置に向けて検討していく。 

１ 

家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされていますか？ 

 5  1 

２ 

事業所は、居心地がいい空間になっていますか？ 

 4  2 

３ 
事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 

 5  1 

 

４ 

日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていませんか？ 

 4  2 

 

 

 地①－１ 



Ｃ．事業所と地域のかかわり（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

 

 

 

3 

  

 

 

3 

【前回の改善計画】 

マスコミへの取材依頼やチラシ配布等事業所の PR を行っていく。  

文化展への利用者作品の出展を進める。 

 

１ 

職員はあいさつできていますか？ 

 3  3 

２ 
事業所は、地域の方に知られていますか？ 

 5  1 

３ 

何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい場所にな

っていますか？ 2  4 

４ 
事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

  2 4 

 

 

Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

 

 

 

2 

  

 

 

  4 

【前回の改善計画】 

傾聴を含めオレンジカフェ参加を強める。 

引き続き利用者の地域資源を確認していく。 

 

 

１ 

利用者を事業所の中だけに閉じ込めていませんか？ 

 4  2 

２ 
利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われていますか？ 

2 1 3 

３ 

事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

 1 1   4 

４ 

利用者以外のご近所の心配な方に、事業所はかかわっていますか？ 

 3  3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地①－２ 



 

Ｅ．運営推進会議を活かした取組み（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

 

 

 

3 

  

 

 

2 

【前回の改善計画】 

事例検討などを通じて「小規模多機能居宅介護」のサービスについ

て地域の役員や利用者家族の理解を深めていく。 

 

 

１ 

運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されていますか？ 

4  1 

２ 

運営推進会議では、地域の心配の方等の事例検討が行われていますか？ 

 2 1 2 

３ 

運営推進会議では、地域での取組みを一緒に取組もうとしていますか？ 

2 1 2 

４ 

運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？ 

 3  2 

 

 

Ｆ．事業所の防災・災害対策（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 

 

 

 

 

2 

  

 

 

 

4 

【前回の改善計画】 

災害時の想定を行い近隣との協力関係を再確認する。何が何処にあ

るのか等、地域の情報を確認しておく。 

 

 

 

 

１ 
事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

3 1 2 

２ 
事業所は、地域の防災訓練に参加・参画していますか？ 

  2 4 

３ 
事業所の防災訓練に参加したことがありますか？ 

1 4 1 

４ 

災害時、事業所は頼りになりそうですか？ 

 5    1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で終了です。ありがとうございました 


